






















































































































































































































































































































これにより,訂正過程に採 られる言語行動がより詳 しく明 らかになったと
思 う｡ また, インフォーマ ン トたちが談話を修復す るために取 るス トラテ
ジーと言語習得段階には相関関係があるのではないか と示唆 されたo語桑
数の限界を克服 しなが ら会話を続 けるにはシンボル化や説明的表現を用い
る傾向が強いと推察 された｡ また, このデータの日本語は化石化が進んで
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